
 

小さな子どもは、大人よりも暑さの影響を強く受

けます。というのは、強い日差しの照り返しで、地

面に近づくほど気温が高くなるためです。 

 気象予報などで発表される気温は、地上から150 

㎝の高さで測っていますが、気温32.3 度のとき、50 

㎝の高さでは35 度超、5 ㎝の高さでは36 度超。ベ

ビーカーに乗っている子どもはかなりの暑さにさら

されているのです。 

 

８月 ほけんだより 

 暑い夏がやってきました。子どもは、外気温の影響を受けやすく、暑い夏には体の中の温度が早く

上昇します。そのため、大人よりも早く熱中症にかかりやすいのです。暑さ対策をしっかりして、夏

を乗り切りましょう。また、毎日こまめに水分補給をすることが大事ですが、冷たすぎる飲み物やア

イスクリーム、糖分が多い飲み物は、食欲不振や夏バテの原因につながるため注意が必要です。 

血を見るとびっくりするものですが、子ど
もの鼻の粘膜は敏感なため、ちょっとしたこ
とでも鼻血が出ます。正しく対応すれば数分
で止まるので、落ち着いて対応しましょう。 

令和７年８月１日発行 

ほくしんこども園 


